
』JUCB年庇術野環境我が奨励３６ザルEﾙｸ壹餓台：９２

高校生環境フォーラム

～高校生自身の手による自己学習組織の試み～

早稲ln大学問等学院本杉秀腿

アが生まれてくると、「せっかく作りだしたアイデ

ィアやプラン」をどう活かすのかが、鋭い問題と

なり始める。そこで、この取り組みの成果をどう

発表するか、どう社会に伝えていくかがｌｌＩ１題とな

ったのである。識諭の結来生まれてきたのが、ｉｉＫ

鰈学院という一つの厨校だけではなく、いくつか

の高校の,高校'１２がともに学習成ＩＩＬを披臨し合い、

そこから生まれてくる政簸提言を合意できる範囲

で、商校生の災合体から社会に訴えようというこ

とであった。

そして、』L体的に商佼４１２の自11学習釧織である

とともに商校化の怠兄を社会に苑ｲﾄﾞiするjルとなる

ような「高校化環境フォーラム」が構想されてい

くことになる。趣旨を響いた手紙を東〕;(近郊の１７

数十校に出すことから始め、結采として、早稲111

大学満轆学院ﾉk徒以外に慶懸義熟湘南膿沢高等部

/Ｉｉ徒、ｂＺ命飢腿祥岡等学校生徒、立教女学院間癖

学校Lli徒等を１１１心に20校余I)のﾉﾋ徒がDllわり、

20(〕3年３月（90名)、2003ｲI:８１】（l25fi)、２００４

イド３）１（85潴）と３１''1のフォーラムを炎｣【几するこ

ととなった。什回ともテーマごとの分科会で識勘

を行ってきた。最近では、環境系の研究所の職11

の方やＮＰＯの活動家の方が、ボランティアで縦鋤

に参加している。

現在では、Ⅲ常的に環境１１１１題の/}:習と笈践の交

流を図るべ<、小規模の学習会を行う取り組みが

始まっている。岐初のテーマは「ジェンダーと環

境」で、女子生徒がレポーターとなり、女性のⅡ

高校生がI2Iらの手で環境１１１１題への学習i円勤を作

I)出し、環境1111題へ111ｌわる]ﾕ体として行助し、さ

らには社会に対してHIH校生の立場から↑Hillと意見

を発慌していこうという活動がrIiIt的にiXち上が

I)、一定の広がりを兄せているのが、「Mli佼生環境

フォーラム」の試みである。

全体会での発表

１高校生環境フォーラム成立の経緯

商校′l：環境フォーラムの川発は、選択ｲ:}目「環

境学人''１１」の授業であった。

テーマをＩＥＩ三1i的に継走して、少人数で縦論し、

さらには、何らかの政策提irを行うところまで持

って行こうという、いわば「生徒主体」の授業が

ini等学院における「環境学人1,1」である。「地球ilml

Iln化」が授業テーマとして選択された後、生徒|:ｌ

ら猛烈に勉強し、ＩＰＣＣ（政府'１１１パネル）の搬告iIF

靴を読み込み、ベースとなる知識の一覧を作り１２

げ、プレゼンテーションで{'''１１１１とjｷｲiした。さら

に、そのベースの上に政策捉古グループを、国際

規模、lIil家規模、地域規模、企業レペルと環境に

かかわる71三体の人きざごとに櫛成し、政鞭立案を

行った。

それぞれのグループでのリサーチが進み、』↓体

的な疑IH1やカウンタープランの元となるアイデイ
分科会での討論
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から兇た環境'11Ⅱ1mを拙起するもので、’数人の参

川１２k徒にとって極めて新鮮な刺激となった。

２意義と課題

フォーラムに雌初は参力Ⅱ者として、次にはスタ

ッフとしてかかわってIlr要な役劉を来たしたある

女子生徒の言轆を引川して愈溌の確泌としたい。

「第一･Imlのフォーラムで得た￣鷲ざは今になっ

ても槌せることはありません。正ir、環境lIIlHuに

ついてあまりﾘU味も知織もなかった－．４１二iiiI、ひょ

んなことから参jlllしたフォーラムで私の中に新し

い世界が広がった、といっても過言ではないかも

しれません。何より大きかったのが、次の二:つ゜

｢今自分が生きているこの時代にこの場所で、こん

なにもたくざんのlMllujが起こっている。そのそれ

ぞれに対してこんなにも多様なアプローチがある

のか！」「同11t代である尚校化が、こんなにもiniい

怠識を捗っている！」」（｢問校化環境フォーラム報

lIi雌」より）

さらに、組織を大人に依ｲiすることなく、ＩＬＩら

の手で巡営していくという難'1；に桃iiifしていると

いう愈維もある。このことによって、尚校生がた

くましくなっていることも、強調しておく。

次に1111題点と,UIL題である。蛎一に、ｉ''6校/１ｔの環

境1111題に関する交流のj鰯とはなI）得ているが、Ⅱ：

会への腿筒やh1l搬発Iiiをどのように!L体化するか

である。輔二に、Ｉ２ｉ三]i活動組織であるので、当初

から水平的な組織をⅡ指し、学校1'１位よりも1M人

iii位での参llllを勧めてきた。こうした組織形態に

つきものの雌１９性をどう鬼Ⅲiするか、である。

３高校生環境フォーラムの紹介

３１ljlのフォーラムで収l〕上げられたテーマを紹

介する。レポーターも離論参DII者もともに岡校Ｌ１ｉ

であることに注目してご覧いただきたい。

①「新リサイクルシステム棚想」②「環境１１;I題な

んてない!?」③「jj(liM議定､'ﾄから↓!Lろ1;｢j:iiiのゴ

ミ行政」④「緑を守るナンキンハゼプロジェ

クトよ'〕」⑤「地球脳I暖化の1$(側は本｣iにc０，

なのか」⑥「教育デザイン」⑦「汚染別'2,然環境」

③「コマーシャルメッセージと環境」⑨「法幽と

環境」⑩)「企難と現境」⑪「ＣＭ研究」⑫「発IHL

とは、ＩＭＬかさとは、「発腱途上国から見た環境1111

題｣」⑮'「溢源の枯渦」⑭「砿性爾と排気ガス～人

類の４１１みｕＬた排欠ガスクリーンi;１．画」⑮「禁煙

推進「禁煙コーナー｣」⑯「循環jl1社会に求めら

れるiｿiリサイクルシステムの提案」⑰「ジェンダ

ーと堀境」⑱'「環境戦ffの突践jilj,「｢環境に優し

い」の矛jI1i」⑭「堀境正維とは＿

jik後に、この活1Iillを涜金1mで支え、また、概告

ilFとして世にlIIlう機会を与えてくれたiiliﾘ}環境教

育奨励金に感謝のjUiを表したい。
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